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(54)【発明の名称】 電流駆動型のディスプレイの駆動回路並びにその駆動方法

(57)【要約】
【課題】    本発明は、プリチャージ構造を使用して有
機ＥＬピクセルに印加する電流の量を制御する電流駆動
型のディスプレイの駆動回路並びにその駆動方法を提供
する。
【解決手段】    本発明の電流駆動型のディスプレイの
駆動回路は、有機ＥＬピクセルと、スキャン信号によっ
て駆動されてピクセルを発光させるスキャン駆動部と、
データイネーブル信号によってオン／オフ制御されてピ
クセルに電流を供給する第１定電流源と、プリチャージ
信号によってオン／オフ制御されてピクセルのプリチャ
ージのための電流をピクセルに供給する第２定電流源
と、定電流源の電流の量を制御する制御部とを備えるこ
とを特徴とする。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  有機ＥＬピクセルと、
スキャン信号によって駆動されて前記ピクセルを発光さ
せるスキャン駆動部と、
データイネーブル信号によってオン／オフが制御されて
前記ピクセルに電流を供給する第１定電流源と、
プリチャージ信号によってオン／オフが制御されて前記
ピクセルのプリチャージのための電流を前記ピクセルに
供給する第２定電流源と、
前記定電流源の電流の量を制御する制御部とを備えるこ
とを特徴とする電流駆動型のディスプレイの駆動回路。
【請求項２】  前記制御部は前記第２定電流源のバイア
スを調節して前記第２定電流源から出力される電流の量
を制御することを特徴とする請求項１に記載の電流駆動
型のディスプレイの駆動回路。
【請求項３】  前記有機ＥＬピクセルをオンさせる時点
が立ち上がり同期である場合、前記スキャン信号の開始
時点で前記第２定電流源がオンされて前記有機ＥＬピク
セルのプリチャージを開始することを特徴とする請求項
１に記載の電流駆動型のディスプレイの駆動回路。
【請求項４】  前記有機ＥＬピクセルをオンさせる時点
が立ち下がり同期である場合、前記データイネーブル信
号が活性化される前に前記第２定電流源がオンされて前
記有機ＥＬピクセルのプリチャージを開始することを特
徴とする請求項１に記載の電流駆動型のディスプレイの
駆動回路。
【請求項５】  前記プリチャージ信号はパルス幅変調信
号であり、この信号のパルス幅により前記ピクセルのプ
リチャージ時間が決定されることを特徴とする請求項１
に記載の電流駆動型のディスプレイの駆動回路。
【請求項６】  前記第２定電流源を多数の定電流源から
構成することを特徴とする請求項１に記載の電流駆動型
のディスプレイの駆動回路。
【請求項７】  前記駆動回路は前記第１定電流源のオン
／オフを制御する第１スイッチ部を更に含み、
前記第１スイッチ部の複数のスイッチ素子はそれぞれ第
１～第Ｎのデータイネーブル信号Ｄ１～ＤＮを受けて駆
動し、ドレーン端は前記第１定電流源に共通接続される
ことを特徴とする請求項１に記載の電流駆動型のディス
プレイの駆動回路。
【請求項８】  前記駆動回路は前記第２定電流源のオン
／オフを制御する第２スイッチ部を更に備え、
前記第２スイッチ部は前記プリチャージ信号を受けて駆
動することを特徴とする請求項１に記載の電流駆動型の
ディスプレイの駆動回路。
【請求項９】  前記制御部は前記第１、第２スイッチ部
の一端と接地電圧端の間に構成され、バイアス信号を共
通に入力されて動作することを特徴とする請求項７又は
請求項８に記載の電流駆動型のディスプレイの駆動回
路。
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【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、電流駆動型のディ
スプレイの駆動回路に関するもので、特に、プリチャー
ジ用の定電流源を別途に備えて低消費電力を求める電流
駆動型のディスプレイの駆動回路とその駆動方法に関す
る。
【０００２】
【従来の技術】最近、平面ディスプレイ分野は飛躍的に
発展している。特に、ＬＣＤ(LiquidCrystal Display)
を始めとして登場してきた電流駆動型の平面ディスプレ
イは、数十年にわたってディスプレイ分野で最も多く用
いられてきたＣＲＴ(Cathode Ray Tube)を追い越し、最
近ではＰＤＰ(Plasma Display Panel)、ＶＦＤ(VisualF
luorescent Display)、ＦＥＤ(Field Emission Displa
y)、ＬＥＤ(Light Emitting Diode)、ＥＬ(Electrolumi
nescence)等多くの製品が出現している。このような電
流駆動型のディスプレイは、視認性及び色感がよく且つ
製造工程が簡単なので、多様な分野で応用されている。
【０００３】特に、最近ではディスプレイが大型である
にかかわらず空間占有の小さな平板ディスプレイパネル
として有機ＥＬディスプレイパネルが注目を浴びてい
る。有機ＥＬディスプレイパネルは、多数のデータライ
ンとスキャンラインとが互いに直交するように配置さ
れ、その交差する箇所に配置されたピクセルに発光層が
形成されている。すなわち、有機ＥＬディスプレイパネ
ルは、データラインとスキャンラインに印加される電圧
に基づいて発光状態が決定されるディスプレイである。
ピクセルの発光にあたっては、１フレームの間に、スキ
ャンラインの第１ラインから最後のラインまでスキャン
駆動部により順次電圧を加え、同じフレームの間にデー
タ駆動部を通じてデータラインに選択的に電圧を入力す
ることでスキャンラインとデータラインとが交差するピ
クセルを発光させる。
【０００４】このような有機ＥＬディスプレイパネルの
電流－発光特性は温度依存度がほとんど無いが、電流－
電圧特性は温度が低くなると高電圧の方に移動して行
く。従って、有機ＥＬディスプレイを電圧駆動すると、
安定した動作を得難い。このため、有機ＥＬディスプレ
イの駆動には定電流駆動方式を採択する。
【０００５】図１は従来の技術による有機ＥＬ駆動回路
を示す図である。図１に示すように、有機ＥＬピクセル
１０３のアノードには定電流源１０１とピクセル用のス
イッチ１０２を介して定電流のＩｄｄが供給される。定
電流源１０１は有機ＥＬピクセル１０３のアノードに印
加される電流の量を制御する。この定電流源１０１から
出力される電流が有機ＥＬピクセル１０３のアノードへ
印加される時間は、ピクセル用のスイッチ１０２によっ
て制御される。すなわち、ピクセル用のスイッチ１０２
のオンされる時間の間に、定電流源１０１から出力され
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る電流が有機ＥＬピクセル１０３のアノードに印加され
て有機ＥＬピクセル１０３を発光させる。このとき、ピ
クセル用のスイッチ１０２のオン／オフはデータ駆動部
（図示せず）から出力されるＰＷＭ(Pulse Width Modul
ation)波形で制御する。以後、ピクセル用のスイッチ１
０２のオン／オフを制御するＰＷＭ波形を、説明の便宜
上データイネーブル信号と称する。従って、データイネ
ーブル信号のパルス幅に応じて発光する有機ＥＬピクセ
ル１０３のグレイレベルが変わる。
【０００６】そして、スキャン信号によって駆動される
スキャン駆動部１０４はＮＭＯＳから構成され、ＮＭＯ
Ｓのドレーンは有機ＥＬピクセル１０３のカソードに連
結され、ソースは他の電源電圧のＶｓｓに連結される。
このとき、有機ＥＬピクセル１０３は、ピクセル用のス
イッチ１０２を介して電流が印加されても直ぐに発光し
ない。すなわち、一定の応答時間をおいて発光する。こ
れは、有機ＥＬピクセル１０３の内部キャパシタンス
（図示せず）に電圧がチャージされる時間のためであ
る。
【０００７】この理由により、有機ＥＬピクセル１０３
は所望のグレイレベルに発光させ難く、輝度も不良であ
り、更にキャパシタンスに電圧がチャージされる時間に
起因して有機ＥＬピクセル１０３に流す電流の量が増加
する。このように、上記した電流駆動型のディスプレイ
は、ディスプレイパネルのサイズが大きくなるほど、デ
ィスプレイと駆動回路でより多くの電流を消耗すること
になる。又、解像度が高くなればなるほどディスプレイ
で物理的な量に起因して駆動に必要な時間が短くなるた
め、所望の輝度を得るためにはさらに多くの電流が必要
となる。このような多量の電流は携帯用の器機では不利
な条件として作用し、更にディスプレイの寿命にも好ま
しくない結果をもたらす。
【０００８】
【発明が解決しようとする課題】本発明は、上記従来技
術の問題点を解決するためのもので、その目的は、プリ
チャージ(pre-charge)構造を使用して有機ＥＬピクセル
に印加する電流の量を制御する電流駆動型のディスプレ
イの駆動回路並びにその駆動方法を提供することであ
る。本発明の他の目的は、プリチャージタイミングを調
節してシステム全体の電力を制御する電流駆動型のディ
スプレイの駆動回路を提供することである。本発明の又
他の目的は、プリチャージ電流レベルと時間を調節して
制限されたバッテリーパワーを超えない範囲でプリチャ
ージを動作するようにして携帯用の器機への応用に適し
た電流駆動型のディスプレイの駆動回路並びにその駆動
方法を提供することである。
【０００９】
【課題を解決するための手段】上記目的を達成するため
の本発明による電流駆動型のディスプレイの駆動回路
は、有機ＥＬピクセルと、スキャン信号によって駆動さ
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れてピクセルを発光させるスキャン駆動部と、データイ
ネーブル信号によってオン／オフが制御されてピクセル
に電流を供給する第１定電流源と、プリチャージ信号に
よってオン／オフが制御されてピクセルのプリチャージ
のための電流をピクセルに供給する第２定電流源と、定
電流源の電流の量を制御する制御部とを備えることを特
徴とする。
【００１０】制御部は第２定電流源のバイアスを調節し
て第２定電流源から出力される電流の量を制御すること
が望ましい。また、有機ＥＬピクセルをオンさせる時点
が立ち上がり同期である場合、スキャン信号の開始時点
で第２定電流源がオンされて有機ＥＬピクセルのプリチ
ャージを開始することが望ましい。
【００１１】有機ＥＬピクセルをオンさせる時点が立ち
下がり同期である場合には、データイネーブル信号が活
性化される前に第２定電流源がオンされて有機ＥＬピク
セルのプリチャージを開始することが望ましい。その
際、プリチャージ信号はパルス幅変調信号であり、この
信号の幅によりピクセルのプリチャージ時間が決定され
る。
【００１２】第２定電流源を多数の定電流源で構成させ
ることが望ましい。その際、駆動回路は第１定電流源の
オン／オフを制御する第１スイッチ部を含めて構成し、
第１スイッチ部の複数のスイッチ素子はそれぞれ第１～
第Ｎのデータイネーブル信号Ｄ１～ＤＮを受けて駆動
し、ドレーン端は第１定電流源に共通接続される。
【００１３】望ましくは、駆動回路は第２定電流源のオ
ン／オフを制御する第２スイッチ部を更に備え、第２ス
イッチ部はプリチャージ信号を受けて駆動し、制御部は
バイアス信号を共通で入力されて動作し、第１、第２ス
イッチ部の一端と接地電圧端の間に構成されることであ
る。
【００１４】
【発明の実施の形態】以下、本発明による電流駆動型の
ディスプレイの駆動回路の好適な実施形態を添付の図面
を参照して説明する。図２は本発明による電流駆動型の
ディスプレイの駆動回路を示す図である。図２を見る
と、図１に示すような構成の有機ＥＬ駆動部２０２にプ
リチャージ部２０１を更に備える。プリチャージ部２０
１と有機ＥＬ駆動部２０２は有機ＥＬディスプレイパネ
ルのデータラインとスキャンラインとの交差する位置に
配列されるピクセルの数だけ備える。
【００１５】本有機ＥＬ駆動部２０２は、有機ＥＬピク
セルの輝度を制御するための定電流源２０２ａと、デー
タイネーブル信号によってオン／オフされて定電流源の
電流を有機ＥＬピクセルに印加するピクセル用のスイッ
チ２０２ｃと、ピクセル用のスイッチ２０２ｃを介して
電流を印加されて発光する有機ＥＬピクセル２０２ｄ
と、スキャン駆動部２０２ｅとから構成される。定電流
源２０２ａには定電流源２０２ａの電流量を制御する電
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流制御部２０２ｂを備えている。ここで、データイネー
ブル信号はＰＷＭ波形の正極性側の幅である。すなわ
ち、データイネーブル信号のハイ区間はＰＷＭ波形のデ
ューティに該当する。従って、データイネーブル信号の
ハイ区間が長くなるほどグレイスケールも高くなる。
【００１６】そして、プリチャージ部２０１は、プリチ
ャージ用の電流を制御するための定電流源２０１ａと、
定電流源２０１ａの電流量を制御して有機ＥＬピクセル
２０２ｄの応答時間を調節する電流制御部２０１ｂと、
そしてプリチャージのオン／オフを制御して定電流源２
０１ａの電流を有機ＥＬピクセル２０２ｄに印加するプ
リチャージ用のスイッチ２０１ｃとから構成される。プ
リチャージ用のスイッチ２０１ｃのオン／オフ時間を制
御して有機ＥＬピクセル２０２ｄでプリチャージされる
時間を制御することができる。すなわち、プリチャージ
される時間を制御して全体のパワーを合わせることがで
きる。
【００１７】ここで、プリチャージ部２０１、有機ＥＬ
駆動部２０２の定電流源２０１ａ、２０２ａの一方の端
子は共通に電源電圧のＶｄｄに連結される。そして、プ
リチャージ部２０１、有機ＥＬ駆動部２０２のスイッチ
２０１ｃ、２０２ｃの端子は共通に有機ＥＬピクセル２
０２ｄのアノードに連結される。又、電流制御部２０１
ｂ、２０２ｂはＩＣの外で抵抗でバイアスを調節する
か、又はデジタル／アナログコンバーターＤＡＣを利用
して制御することができる。したがって、ＩＣの外で抵
抗又はＤＡＣを利用して定電流源２０１ａのバイアスを
調節することにより、有機ＥＬピクセル２０２ｄに印加
されるプリチャージ用の電流Ｉｐｄを制御することがで
きる。更に、有機ＥＬピクセル２０２ｄのカソードはカ
ソード用の回路に連結されるが、カソード用の回路は又
他の電源電圧のＶｓｓと連結され、本発明ではその図示
を省略する。
【００１８】又、有機ＥＬピクセル２０２ｄをオンさせ
る時点に応じてプリチャージの開始時間を異ならせる。
すなわち、立ち上がり同期の場合には、スキャン信号の
開始時点でプリチャージを始め、立ち下がり同期の場合
にはデータイネーブルの始まる前にプリチャージを開始
する。
【００１９】図３～図６は有機ＥＬピクセルをオンさせ
る時点に応じてプリチャージを開始する時点が変わる例
を示している。比較のために、図２に示すようなディス
プレイの駆動回路を２つ備え、２つの有機ＥＬピクセル
をそれぞれ駆動する例を示している。この際、図３～図
６の（ａ）はスキャン駆動部２０２ｅに入力されるスキ
ャン波形、（ｂ）、（ｃ）はデータ１に該当する有機Ｅ
Ｌピクセルを駆動するためのプリチャージ信号とデータ
イネーブル信号、（ｄ）、（ｅ）はデータ２に該当する
有機ＥＬピクセルを駆動するためのプリチャージ信号と
データイネーブル信号の例を示す。
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【００２０】すなわち、（ｂ）、（ｄ）のハイ区間の間
に各プリチャージ部２０１のスイッチ２０２ｃがオンさ
れ、定電流源２０１ａから出力される電流が各有機ＥＬ
ピクセル２０２ｄへ印加されてプリチャージされる。
又、（ｃ）、（ｅ）のハイ区間の間に各有機ＥＬ駆動部
２０２のピクセル用のスイッチ２０２ｃがオンされ、定
電流源２０２ａから出力される電流が各有機ＥＬピクセ
ル２０２ｄへ印加されて有機ＥＬピクセル２０２ｄを発
光させる。ここで、プリチャージ用のスイッチ２０１ｃ
のオン／オフを制御するプリチャージ信号とピクセル用
のスイッチ２０２ｃのオン／オフを制御するデータイネ
ーブル信号はＰＭＷ波形である。プリチャージ信号のハ
イ区間、つまりパルス幅に基づいて有機ＥＬピクセルの
応答時間が決定され、データイネーブル信号のハイ区
間、つまりパルス幅に基づいて発光する有機ＥＬピクセ
ルのグレイレベルが決定される。
【００２１】まず、図３の（ａ）～（ｅ）は本発明の立
ち上がり同期による各部分の動作波形図で、プリチャー
ジレベルの最大の場合を示している。又、データ１のデ
ータイネーブル信号は図３の（ｃ）に示すようにパルス
幅の最大（例えば、２５６グレイスケール）の場合であ
り、データ２のデータイネーブル信号は図３の（ｅ）に
示すようにパルス幅の最大でない場合（例えば、１６０
グレイスケール）の例を示している。
【００２２】図３を見ると、（ａ）のスキャン波形の開
始時点でプリチャージが始まっていることが分かる。す
なわち、スキャン波形の開始時点でプリチャージ信号が
ハイになってプリチャージ用のスイッチ２０１ｃをオン
させる。すると、プリチャージ信号のハイ区間の間に定
電流源２０１ａから出力される電流はスイッチ２０１ｃ
を介して有機ＥＬピクセル２０２ｄのアノードに印加さ
れて有機ＥＬピクセル２０２ｄの内部キャパシタンスを
プリチャージさせる。プリチャージ信号がローになる
と、プリチャージ用のスイッチ２０１ｃがオフされるた
め、プリチャージ用の定電流源２０１ａの電流は有機Ｅ
Ｌピクセル２０２ｄに印加されない。
【００２３】すなわち、データ１、データ２のプリチャ
ージ時間はすべてスキャン信号の開始時点と同じ時点で
開始しており、その際、有機ＥＬピクセル２０２ｄには
プリチャージ用の定電流源２０１ａから設定した量だけ
電流が印加される。そして、上記過程によりプリチャー
ジが終わると、データイネーブル信号によりピクセル用
のスイッチ２０２ｃがオンされ、ピクセル用の定電流源
２０２ａから設定量の電流がピクセル用のスイッチ２０
２ｃを介して有機ＥＬピクセル２０２ｄに印加される。
すなわち、プリチャージが終わると、データイネーブル
信号はハイになってピクセル用のスイッチ２０２ｃをオ
ンさせる。データイネーブル信号のハイ区間は既設定の
グレイレベルにより決定される。このとき、有機ＥＬピ
クセル２０２ｄは既にプリチャージ部２０１によりプリ
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7
チャージされているので、ピクセル用の定電流源２０２
ａから電流が印加されると、直ぐ発光する。従って、有
機ＥＬ駆動部２０２は有機ＥＬピクセル２０２ｄの内部
キャパシタンスのチャージのために電流を消費する必要
がない。そして、データイネーブル信号がローになる
と、ピクセル用のスイッチ２０２ｃもオフされ、ピクセ
ル用の定電流源２０２ａの電流は有機ＥＬピクセル２０
２ｄに印加されなくなる。
【００２４】一方、図４の（ａ）～（ｅ）は本発明の立
ち下がり同期による各部分の動作波形図で、プリチャー
ジレベルの最大の場合を示している。図４の場合も、デ
ータ１のデータイネーブル信号は図４の（ｃ）に示すよ
うにパルス幅の最大（例えば、２５６グレイスケール）
の場合であり、データ２のデータイネーブル信号は図４
の（ｅ）に示すようにパルス幅の最大でない場合（例え
ば、１６０グレイスケール）の例を示している。
【００２５】図４を見ると、（ａ）のスキャン波形の終
わる時点ですべてのデータイネーブル信号が終わってい
ることが分かる。すなわち、データイネーブル信号の大
きさに基づいてプリチャージの開始時点が変わる。これ
は、有機ＥＬピクセルをオンさせるデータ１、データ２
のデータイネーブル信号の大きさが互いに異なるためで
あり、これによりプリチャージも互いに異なる時点で開
始している。
【００２６】プリチャージ信号がハイになってプリチャ
ージ用のスイッチ２０１ｃがオンされると、プリチャー
ジ信号のハイ区間の間にプリチャージ用の定電流源２０
１ａから設定した電流がスイッチ２０１ｃを介して有機
ＥＬピクセル２０２ｄに印加される。そして、プリチャ
ージ信号がローになってプリチャージが終わると、デー
タイネーブル信号によりピクセル用のスイッチ２０２ｃ
がオンされ、データイネーブル信号のハイ区間の間に有
機ＥＬピクセル２０２ｄにはピクセル用の定電流源２０
２ａから設定した電流がスイッチ２０２ｃを介して印加
される。この際、データイネーブル信号の大きさに係わ
らずに、あらゆるデータイネーブル信号の終わる時点は
スキャン波形の終わる時点と同一である。
【００２７】図５の（ａ）～（ｅ）は図３と同様に立ち
上がり同期による各部分の動作波形図であり、図３と違
う点はプリチャージレベルが中程度であるという点であ
る。すなわち、全体のプリチャージ時間はスキャン時間
の開始部分と一致するが、実際にプリチャージ用のスイ
ッチ２０１ｃをオンさせるプリチャージ信号の開始時点
はスキャン時間の開始部分でなくプリチャージ時間全体
の中間部分となる。図５の（ｂ）、（ｄ）を見ると、デ
ータ１、２のプリチャージ信号がハイになる時点はすべ
てプリチャージ信号全体の中間であることが分かる。こ
のように、プリチャージ全体の時間はスキャン波形の開
始時点と一致するが、スイッチ２０１ｃをオンさせるプ
リチャージ信号の大きさに基づいてスイッチ２０１ｃの
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オン時点はプリチャージ時間の特定部分となる。一例で
は、実際のプリチャージ時間が長いほど、スイッチ２０
１ｃのオン時点はプリチャージ時間の前の部分となり、
実際のプリチャージ時間が短くなるほどスイッチ２０１
ｃのオン時点はプリチャージ時間の後の部分になる。以
後の動作は上述した図３と同様なので、詳細な説明を省
略する。
【００２８】図６の（ａ）～（ｅ）は図４と同様に立ち
下がり同期による各部分の動作波形図で、図４と違う点
はプリチャージレベルが中程度であるという点である。
図６も同様に、スキャン時間の終わる時点ですべてのデ
ータイネーブル信号が終わる。そして、データイネーブ
ル信号がハイになる前、すなわちスイッチ２０２ｃがオ
ンされる前にプリチャージが完了する。有機ＥＬピクセ
ルをオンさせるデータ１、データ２のデータイネーブル
信号の大きさが互いに異なるため、プリチャージも互い
に異なる時点で開始している。又、プリチャージ用のス
イッチ２０１ｃをオンさせるプリチャージ信号はプリチ
ャージ時間全体の中で一定の位置でハイになった後、既
設定のプリチャージ時間の間ハイ状態を維持する。
【００２９】プリチャージ信号がハイになってプリチャ
ージ用のスイッチ２０１ｃがオンされると、プリチャー
ジ信号のハイ区間の間にプリチャージ用の定電流源２０
１ａから設定した電流がスイッチ２０２ｃを介して有機
ＥＬピクセル２０２ｄに印加される。そして、プリチャ
ージ信号がローになってプリチャージが終わると、デー
タイネーブル信号によりピクセル用のスイッチ２０２ｃ
がオンされ、データイネーブル信号のハイ区間の間に有
機ＥＬピクセル２０２ｄにはピクセル用の定電流源２０
２ａから設定した電流がスイッチ２０２ｃを介して印加
される。このとき、データイネーブル信号の大きさに係
わらずに、あらゆるデータイネーブル信号の終わる時点
はスキャン波形の終わる時点と同一である。
【００３０】本発明はプリチャージ用の定電流源を別途
に設けるか、或いはＩＣの内部に設けられている多数の
定電流源を同時にオンさせてプリチャージ用の定電流源
として使用してプリチャージ時の全体パワーを制御する
こともできる。
【００３１】図７は本発明によるプリチャージ回路図の
一例を示す図であり、図８は本発明のプリチャージ回路
図の一例による立ち上がり同期を示す波形図であり、図
９は本発明のプリチャージ回路図の一例による立ち下が
り同期を示す波形図である。本発明によるプリチャージ
駆動回路は、図７に示すように、各有機ＥＬピクセル２
０２ｄのデータラインに流れる電流のオン／オフを制御
するように複数のスイッチ素子Ｄ１～ＤＮからなる第１
スイッチ部３０と、プリチャージに必要な電流のオン／
オフを制御する第２スイッチ部３２と、各々の所望の輝
度に応じて電流量を調節する電流制御部３３と、第１ス
イッチ部３０の各スイッチ素子の一端に連結されて各デ
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9
ータラインに電流を伝達するカレントミラー部３１とか
ら構成される。第１スイッチ部３０とカレントミラー３
１と電流制御部３３はグレイレベルを表現するための定
電流ソースであり、第２スイッチ部３２はプリチャージ
用の定電流ソースである。
【００３２】第１スイッチ部３０を構成する複数のスイ
ッチ素子は各々の制御信号Ｄ１～ＤＮに応じてオン／オ
フが決定され、そのオン／オフにより電流量を制御可能
なＮＭＯＳトランジスタから構成される。各ＮＭＯＳト
ランジスタのドレーン端はカレントミラー３１に共通接
続されている。又、プリチャージに必要な電流のオン／
オフを制御する第２スイッチ部３２もＮＭＯＳトランジ
スタから構成される。この第２スイッチ部３２のＮＭＯ
Ｓトランジスタは立ち上がり同期方式を用いる場合に外
部のプリチャージコントロール信号Ｄｐｒｅの制御を受
けて駆動する。しかし、立ち下がり同期方式を用いる場
合、プリチャージ制御信号は各データラインで独自に生
成すべきであり、これのために遅延ブロックが各データ
ライン毎に備わる。
【００３３】又、各々の所望の輝度に応じて電流量を調
節する電流制御部３３はバイアス信号Ｖｂｉａｓを共通
に入力されて駆動される複数のＮＭＯＳトランジスタか
ら構成される。電流制御部３３を構成する複数のＮＭＯ
Ｓトランジスタの各ドレーン端は第１スイッチ部３０の
スイッチ素子のソース端と第２スイッチ部３２のＮＭＯ
Ｓトランジスタのソース端にそれぞれ一対一に接続され
ており、電流制御部３３を構成する複数のＮＭＯＳトラ
ンジスタのソース端は共通に接地されている。
【００３４】上記構成を有するプリチャージ駆動回路を
用いた本発明のプリチャージ駆動方法は、データ電極の
駆動初期に一定時間の間に一定の電流レベルを有する定
電流をデータラインに流してやることである。プリチャ
ージ駆動回路の電流レベルはデータ電極全体を同時に駆
動する条件でもバッテリーパワー限界を超えない範囲内
で決定され、更にプリチャージ時間もバッテリーパワー
限界を超えない範囲内で計算された一定の時間内に決め
られる。
【００３５】上記したように、バッテリー限界を超えな
い範囲内でプリチャージ電流レベルとプリチャージの開
始時点を調節するための本発明のプリチャージ駆動方法
は、図８、図９に示すように立ち上がり同期方式又は立
ち下がり同期方式を用いることができる。立ち上がり同
期方式によって駆動する場合にはプリチャージコントロ
ール信号Ｄｐｒｅを外部から共通で印加する。立ち上が
り同期方式による駆動は各々のグレイレベルを表現する
パルスがデータラインへ印加されることであり、図８に
示すように各々のプリチャージの開始部分を一致させ
る。このようにして駆動させると、プリチャージに必要
な電流が同時に印加されるので、全体のプリチャージに
必要な平均的な電流の量はほぼ最大になる。
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【００３６】次に、立ち下がり同期方式によって駆動す
る場合に、プリチャージコントロール信号Ｄｐｒｅは各
データラインごとに生成する。このために遅延部（図示
せず）を各データラインに配置する。遅延部はＲＣ遅延
又はシフトレジスターを利用して構成する。上記したよ
うに、立ち下がり方式による駆動波形は図９に示してい
るが、この時には各々の信号波形の終わり部分を一致さ
せたものである。このような立ち下がり同期方式によっ
て駆動すると、プリチャージに必要な電流が不規則にな
り、遅延部が付加的に必要となる反面、プリチャージで
必要とする平均的な電流の量は立ち上がり同期によって
駆動する時に比べて低減する。
【００３７】上述した立ち下がり同期方式を用いてプリ
チャージ駆動方法を実施するために、本発明はプリチャ
ージコントロール信号Ｄｐｒｅを利用してプリチャージ
時間を制御し、バイアス信号Ｖｂｉａｓを調節してプリ
チャージ電流レベルを調整する。
【００３８】プリチャージ電流レベルはＤ１～ＤＮの制
御によっても調節されるが、その例を以下に説明する。
Ｄ１の制御を受けて駆動するＮＭＯＳトランジスタを介
して１だけの電流を流し、Ｄ２の制御を受けて駆動する
ＮＭＯＳトランジスタを介して２だけの電流を流し、Ｄ
Ｎの制御を受けて駆動するＮＭＯＳトランジスタを介し
てＮだけの電流が流れるように設定した場合、Ｄ１だけ
ハイレベルで、その他の制御信号がローである場合には
１だけの電流だけカレントミラー３１を介してデータラ
インに伝達され、Ｄ１、Ｄ２はハイで、その他の制御信
号はローである場合には３だけの電流がカレントミラー
３１を介してデータラインに伝達される。又、上記のよ
うな方法でプリチャージ電流レベルを決定するととも
に、全体電流の合計がバッテリーの最大パワー、つまり
バッテリーの限界を超えない範囲でプリチャージ駆動す
るように外部のプリチャージコントロール信号を調整し
てプリチャージ時間を設定する。上記のようにバッテリ
ーの最大パワーを超えないようにプリチャージ電流量と
時間を設定するので、これを携帯用の器機に応用するこ
とができる。
【００３９】
【発明の効果】以上説明したように、本発明の電流駆動
型のディスプレイの駆動回路によると、次のような効果
がある。有機ＥＬピクセル駆動用の電流を供給するピク
セル用の定電流源とピクセルを予めチャージさせるプリ
チャージ用の定電流源を別々に備えて有機ＥＬピクセル
の駆動を制御しているので、有機ＥＬピクセルに印加さ
れる電流の量を低減することができ、ピクセル内部のキ
ャパシタンスの応答時間を調節して所望の輝度を容易に
得ることができる。又、プリチャージコントロール信号
Ｄｐｒｅとバイアス信号Ｖｂｉａｓを調節してバッテリ
ーの最大容量を超えないようにプリチャージ時間と電流
レベルを調節することができるので、携帯用の器機に容
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易に応用することができる。
【００４０】以上本発明の好適な一実施形態に対して説
明したが、実施形態のものに限定されるわけではなく、
本発明の技術思想に基づいて種々の変形又は変更が可能
である。
【図面の簡単な説明】
【図１】従来の技術による電流駆動型のディスプレイの
駆動回路図である。
【図２】本発明実施形態による電流駆動型のディスプレ
イの駆動回路図である。
【図３】（ａ）～（ｅ）は本発明実施形態の立ち上がり
同期による各部分の動作波形図で、プリチャージレベル
の最大の場合を示す図である。
【図４】（ａ）～（ｅ）は本発明実施形態の立ち下がり
同期による各部分の動作波形図で、プリチャージレベル
の最大の場合を示す図である。
【図５】（ａ）～（ｅ）は本発明実施形態の立ち上がり
同期による各部分の動作波形図で、プリチャージレベル
の中程度の場合を示す図である。
【図６】（ａ）～（ｅ）は本発明実施形態の立ち下がり*
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*同期による各部分の動作波形図で、プリチャージレベル
の中程度の場合を示す図である。
【図７】本発明実施形態によるプリチャージ回路図の一
例を示す図である。
【図８】本発明実施形態のプリチャージ回路図の一例に
よる立ち上がり同期を示す波形図である。
【図９】本発明実施形態のプリチャージ回路図の一例に
よる立ち下がり同期を示す波形図である。
【符号の説明】
２０１    有機ＥＬ駆動部          ２０１ａ  プリチ
ャージ用の定電流源
２０１ｂ  電流制御部              ２０１ｃ  プリチ
ャージ用のスイッチ
２０２    有機ＥＬ駆動部          ２０２ａ  ピクセ
ル用の定電流源
２０２ｂ  電流制御部              ２０２ｃ  ピクセ
ル用のスイッチ
２０２ｄ  有機ＥＬピクセル        ２０２ｅ  スキャ
ン駆動部

【図１】 【図２】

【図３】 【図４】
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【図５】 【図６】

【図７】 【図８】

【図９】
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